














要約 人の運動能力は,生後の訓練によって習得される。未熟な段階では,視覚や体性感覚

からの情報を頼りに,いわゆるフィードバック制御を行っているが,習熟するにつれ,フィ

ードフォワード制御に移行する。この過程を神経回路モデルとして具体的に示した。つい

で,運動技能の習得の過程が,一般に,意識的行動が無意識化される過程としてとらえられ

ること,無意識化が神経回路の自己組織として理解し得ることを述べた。 


